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令和２年７月 31 日 市長定例記者会見 会見録  

 

◆司会 

ただ今から、市長定例記者会見を開催いたします。本日の発表案件は２件です。市長、よろしくお

願いいたします。 

 

◆市長 

まず初めに、コロナのことについて言及させてください。ご承知のとおり新型コロナウイルスの感染

が全国的に拡大をしております。静岡県内においても熱海市や浜松市で複数のクラスターが発生

し、静岡市内でも浜松市のクラスターに関連する感染が確認されております。このような状況に市

内の事業者の皆さんも危機感を持って感染防止を進めようと努力をしてくれております。例えば、

ある事業者団体は、啓発ステッカーを貼るなどの方法で感染防止対策を徹底しておりますし、安心

安全な店であることを宣言できる仕組みづくりも進めております。本市としても、感染予防に関する

講習会を随時開催していくなど、このような事業者の主体的な動きを支援してまいります。 

一方、市民の皆さんに改めてのお願いであります。これから、お盆休みの時期を迎えますが、感染

が拡大している地域への不要不急の移動は避けていただくよう、引き続き注意深く行動をしていた

だくようお願いをします。事業者や市民の皆さんが「うつらない、うつさない」を合言葉に、ご自身や

大切な人の命を守るため、より一層の感染防止対策の徹底をお願いいたします。 

それでは、今日は話題が二つ。最初に、おもてなしの市役所へ、区役所の混雑状況をお知らせし

ますとのタイトルの発表であります。葵区、駿河区、清水区の各区役所の窓口混雑状況を、利用の

伸びている静岡市ＬＩＮＥ公式アカウントなどでお知らせするサービスを開始するというものでありま

す。行政のデジタル化が随分議論になっております。その第一歩、小さな一歩でありますけれども、

進めていきたいということであります。今まで静岡市は、市民の皆さんの利便性を高めるためにおも

てなしコンシェルジュを配置したり、あるいはおくやみ窓口を設置したり等進めてきましたが、その

第３弾として、こういうデジタル、ＩＣＴの技術を使いながら利便性を対応しようということであります。 

一昨日、私、駿河区役所に行ってまいりましたけども、やはり随分待っている市民の皆さん、多いん

ですね。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各区役所では混雑を避けていただくようお願い

しているところでありますが、市民の皆さんにはこの新しいサービスをぜひ使っていただき、できる

だけ混雑する時間帯を避けて窓口にお越しいただきたいと思います。これまでも各区役所の窓口

の混雑状況をお知らせする取り組みとしては、窓口の混雑予想を静岡市のホームページで掲載し

たりしてきました。しかし、区役所を訪れてみたら、「駐車場に入れないじゃないか」とか、「こんなに

混んでいるなら、車で来なかったのに」「窓口でこんなに待つなら、他の用事を済ませてから来れば

よかった」というお叱りもいただき、今の混雑状況を知りたいという市民の皆さん多くおります。 

そんな市民の皆さんの声にお応えをして、今回リアルタイムで各区役所の駐車場と窓口の混雑状

況を、スマホなどを通じて知ることのできるサービスが今回のこのサービスの肝であります。 

なお、官公庁でこのサービスを利用して、駐車場と窓口の混雑情報を併せて発信するのは全国で



2 

 

も初めての取り組みとなります。このサービスは、よく行くお店の混雑状況などをデジタル化してタイ

ムリーに届けるサービスを提供する企業、株式会社ロコガイドさんが開発をした混雑ランプというシ

ステムを使用しております。今回、ロコガイドさんの地域社会への貢献の一環として、本市に協力を

いただくことでこのサービスが実現をいたしました。 

お手元に配付資料がございますので、ご覧ください。仕組みは至ってシンプルです。職員が状況

に応じて混雑ボタンを押すと、市の公式ホームページ上に窓口や駐車場の混雑状況が信号機の

ように青、黄色、赤。青は「空いていますよ」、黄色は「やや混んでいますよ、15 分以上お待ちしま

すよ」と、そうしたら、赤、「混雑していますよ、30 分以上お待ちしますよ」ということがおおむね分か

るような表示がリアルタイムで実現できております。そして、ＬＩＮＥの公式アカウントのメニューバー

にアイコンを表示することによって、ワンタップやワンクリックで混雑状況を知ることができるようにし

ていきます。 

先月１０日に開設したばかりの静岡市ＬＩＮＥ公式アカウントでありますが、お友だち登録者数が１カ

月で１万人を超えました。これをきっかけに、さらに多くの方にご利用いただきたいと思います。 

８月３日から始めるこのサービスが、各区役所を訪れるタイミングを計る市民の皆さんのお役に立つ

ことを期待しております。一つ目の話題は以上です。 

二つ目の話題、「おうちで学ぼう、目指せ上下水道博士、オンライン上下水道フェア２０２０の開催

について」であります。この話題も新型コロナウイルス感染拡大に対応するものでありますが、静岡

市では水の大切さや下水道への理解を深めていくため、毎年８月１日から７日までの水の週間に

合わせて青葉シンボルロードなどを会場にして、体験型の屋外イベントとして、上下水道フェアと題

するイベントを開催してまいりました。毎年夏休みですから、5,000 人以上の来場者が訪れ、特に、

子どもたちには大人気のイベントでありました。 

しかし、今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のため例年のように人を集めてのイベントは開催

することができません。しかし、これもできない、あれもできないという発想になるのではなく、この時

代だから、「よし、じゃあウェブでこのイベントをやってしまおうじゃないか」と水道局の職員、発議を

いたしまして、今年は会場をウェブ上に移してオンラインで実施することといたしました。 

先日、横浜アリーナでサザンオールスターズが無観客でコンサートを行ったけれども、オンラインで

初めて行ったことによって、30 万人以上の方々がそれを楽しむことができたという報道がありました。

それと同じ発想で、これも例年は 5,000 人が集まるイベントだけど、もっと多くの方々にこれを、例え

ば子どもたちの夏休みの自由研究等々に活用していただくということもあって、利用、活用をしてい

ただければうれしいなというふうに思っています。 

そこで、水の日８月１日から、下水道の日９月１０までの間、特設サイトオンライン上下水道フェア２０

２０を立ち上げていきます。イベントを単に中止することではなく、これまでと違う形で子どもたちを

中心により多くの方々に静岡の水の豊かさを理解していただけるよう工夫を凝らしております。私が

これ以上具体的なことを説明するより、これを政策立案した若手の職員がその一端を説明してもら

ったほうがいいということで、ぜひ、２人にこのことについて、説明をしてもらいたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 
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◆水道総務課 

水道総務課の青野です。 

 

◆下水道総務課 

水道総務課の片野と申します。 

 

◆水道総務課 

よろしくお願いします。それでは、まず市のホームページより、こちら特設サイトに入りますと、八つ

の小屋が並んでおります。八つの小屋は、上下水道にまつわるさまざまなもので、水道水をおうち

まで運ぶ水道管に関する話、また雨水からまちを守る下水道管に関する話などです。 

本日はこの中の一つ、「預かり屋さんの小屋」というものを皆さんにご覧いただきます。 

 

※動画視聴中 

 

◆水道総務課 

このような動画で子どもたちを上下水道の世界へ誘います。普段、水道管や下水道管は、地面の

下に埋まっているものですので、あまり目に触れることはありませんが、それらの大切さや水道管、

下水道管を支えている仕事があるということを多くの子どもたちにぜひ知っていただきたいという思

いでこの動画を作成いたしました。 

さらに、先ほど見ていたたいた動画、最後にキーワードが出てまいりましたが、キーワードを集めて

応募していただくと、ご覧の iPad mini やハンディ顕微鏡など豪華景品が当たるお楽しみもあります。 

夏休みの自由研究にもぴったりです。今年の夏は、多くの子どもたちがぜひ、「しずみぃ」と一緒に

わくわくするような時間を過ごしていただければと思います。 

 

◆市長 

どうもありがとうございました。リハーサルもしたようだし、どうもありがとうございました。 

なお、今回のイベントはこれまでの上下水道フェア同様、静岡市の水道局指定工事店の協同組合、

静岡管工事システム協同組合、静岡県水利用課、静岡市教育委員会、さらには清水エスパルス、

ベルテックス静岡のご協力により実現したものであります。本当にありがとうございました。 

新型コロナウイルスの感染拡大によって、今年は子どもたちの外出機会が限られてしまい、これに

よって、さまざまな夏休みの体験学習の機会も限られることが懸念されております。このイベントは、

今お見せしたように、自宅で安心安全に楽しむことができます。ぜひ多くの皆さんに利用をしてい

ただき、静岡の水を知る上下水道博士になっていただきたいと願っております。私のほうからは、以

上であります。 
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◆司会 

それでは、ただ今の項目につきまして、ご質問のある方はお願いをいたします。ご質問の際は、社

名とお名前をおっしゃってから、お願いをいたします。いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

◆市長 

そうしたら、このことについて上下水道局長が今日来てくれておりますので、少し補足をお願いした

いと思います。 

 

◆上下水道局長 

はい。上下水道局の丸岡です。今回、先週のこの記者会見でもお話しさせていただきましたけども、

興津地区の濁り水につきましては、大変市民の方々にご不便をおかけしまして、申し訳なかったと

感じております。そうした中で、今回の状況についても水道の施設の老朽化が原因というものにな

っております。市民の皆さんに今回のこの内容、子どもたち中心ですけれども、親の方にもしっかり

見ていただいて、水道水に関心を持っていただきたいというふうに考えております。ぜひ報道のほ

うをよろしくお願いいたします。以上です。 

 

◆司会 

それでは、幹事社質問のほうに移りたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

◆テレビ静岡 

幹事社のテレビ静岡です。幹事社質問は１点です。清水庁舎移転の賛否を問うため、市民団体が

請求した住民投票条例の制定について、市長は反対意見を付け、議会に諮りました。あらためて

市長の口から、反対理由を説明してください。 

 

◆市長 

公式には、来月３日の市議会本会議で説明をいたしますが、この事業については、時間をかけて

さまざまな角度から議論を重ねてきました。その過程では、広く市民の皆さんや専門家の方々の意

見を聴取し、意見を集約した上で議会の判断をいただきながら、決定したものであります。 

住民投票条例の制定をはじめとする直接請求は、間接民主主義の補完的制度として、広く住民の

総意を的確に把握するために定められている制度であります。その補完的な役割を理解した上で、

当事業の意思決定に至るまでの過程を踏まえると、民主制を補完すべき事項とまではいえず、  

住民投票にはなじまないと考え、反対意見としました。 

 

◆司会 

ありがとうございました。それでは、各社さんからご質問がありましたら、お願いをいたします。ＮＨＫ

さん、どうぞ。 
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◆ＮＨＫ 

ＮＨＫの三浦です。ただいまの清水庁舎の市長のご意見について伺います。 

市長、反対意見とおっしゃった中で、私が見ている限り市民の方から一番疑問の声多かったのが、

「市民の意見が十二分に集約されたものである」というこの理由なんですけれども、そこの意見書の

中で挙げられている 2,000 人へのアンケートなど、基本計画の中でも資料に出てくるものだと思い

ますが、これを見た限り、「清水駅東口へ移転するとした場合にどのような交通機関で訪れますか」

という設問はあるのですけれども、清水駅東口への移転の是非を問うような設問はないようですが、

これをもってどうして市民の意見が十二分に集約されたという判断、根拠になるのか、市長の考え

を改めてお聞かせください。 

 

◆市長 

先ほど申し上げたとおりでありますけども、ここのことについてさまざまな論点がありますし、議会で

も議論をしていたところであります。それも全て勘案をした上で、来月３日の市長意見に集約してお

りますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 

◆ＮＨＫ 

パブリックコメントについても言及されていましたけれども、パブコメのまとめを見ましても、防災の拠

点という大項目の災害時の業務継続機能という中項目の中で挙げられている意見としては、業務

継続機能に懸念があるという意見が 65 件で最も多いなど、やはり懸念のほうがこの数字を見る限り

多いのかなという印象ですが、どうしてこれで十二分に意見が集約された計画であると判断できる

のか、もう一度お聞かせいただけますか。 

 

◆市長 

先ほどお答えをしたとおりでありますけども、その意見、65 件なら 65 件ということも一つの論点とし

て、我々は行政の内部、あるいは議会との対話をしておりますので、それをもって私たちは意見を

集約したという認識に至ったものだということをご理解いただきたいと思います。 

 

◆ＮＨＫ 

市長の捉え方として、必ずしも多数決で決めるものではないということがあるわけでしょうか。 

 

◆市長 

やはり中長期的な観点も含めて、この問題は多角的に検討するべきものだと受け止めております。 

 

◆ＮＨＫ 

また、これ私、半年ほど前にもこの会見の場で伺ったのですけれども、仮に住民投票を実施したと
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して、過半数の賛成を得られる自信はお持ちではないということでしょうか。 

 

◆市長 

そんなことではありません。これは、８月３日以降、議論が議会で交わされていきますので、そのとき

適切に対応していきたいと思っています。 

 

◆ＮＨＫ 

分かりました。ありがとうございます。 

 

◆司会 

その他いかがでしょうか。それでは、各社さんからのご質問よろしいですか。ＮＨＫさん、どうぞ。 

 

◆ＮＨＫ 

すみません、もう一つ伺います。インクルーシブ教育についてです。市議会の２月議会で自民党の

福地議員が質問に取り上げられた医療的ケアが必要な４歳の男の子の就園について、福地議員

のほうからは、市のこども園で受け入れられず、対応があまりにも冷たいと感じられたという問題提

起ありましたけれども、それに対して市長が答弁に立ったときには、インクルーシブ教育の必要性を

認めた上で世界水準の障がい児保育を実現していくという答弁ありました。 

ただ、結局この男の子については、ちょうど今週月、曜日ですけれども、私立の静岡聖母幼稚園の

ほうで、保護者のネットワークの中で看護師を見つけて、私立の努力で受け入れる、通園を週１回

実現するということに至りまして、市長、あれだけのことをおっしゃりながら、結局、看護師の配置に

何か行政の補助金を受けられるわけでもない私立の頑張りに依存をしてしまう結果となっていること

を、どう思ってらっしゃるんでしょうか。 

 

◆市長 

今回、卒園児の保護者の方が看護師さんだったということを受けて、聖母幼稚園においてこのよう

なことが実現できたということは敬意を表したいなというふうに思っております。そして、記者ご指摘

の２月の福地議員に対する答弁で、私は今後、市立のこども園でもその対応をしていきたいという

ことをお答えさせていただきました。令和２年度になって、着々とそのことの検討が進んでいるという

ふうに申し上げたいと思います。令和３年度から、市立こども園での医療的ケア児の受け入れを 

行うため、これは国との連携の下で国のモデル事業として、これを採用するための準備を進めてお

ります。具体的には、市立こども園における医療的ケアを行う医療的ケア児の範囲であるとか、  

医療的ケアを実施する看護師の確保法であるとか、受け入れ時のサポート体制を主な論点にして

検討を進めているところであります。 

前回の記者会見でも申し上げましたとおり、ＳＤＧｓの未来都市で、私たちは誰一人置き去りにしな

い社会を目指すということが大きな方針でありますので、その一つとして、この市立こども園のサポ
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ート体制、しっかり検討を進めていきたいと思っています。 

 

◆ＮＨＫ 

もう一つ伺います。松野小学校の件についてです。この松野小学校の障がい児の、入学希望して

いながら入学が実現していないという件については、市長、確か去年の会見で私お尋ねしましたと

きに、この話は特に本会議でも出ていないというおっしゃり方をしていたのを記憶しておりますが、

その後、同じ今年の２月議会で山梨議員が申されました。ついでに申しますと、県議会のほうでも

公明党の早川議員が取り上げられまして、木苗教育長のほうは、そういったインクルーシブ教育実

現のための手引きを作っていくと、医療的ケアについてですね、特に、答弁あったんですけれども、

市議会のほうでは具体的な答弁はなかった状態で、今なおもっても具体的な就学相談は保護者と

の間で持たれていないと聞いております。 

市長は、来年度に向けてはこれ実現をなさるおつもりはあるのでしょうか。 

 

◆市長 

記者のおっしゃるとおりでありまして、やはりこれは市長部局の子ども未来局と教育委員会がきめ細

かく連携をしていかなければならないというふうに認識しております。小学校入学前までは、医療的

ケアがきちっとできていても、小学校入ってからもそのような環境にあるかどうかというのは大事な 

論点であります。そういう立場で記者ご指摘のお子さんについて、保護者とも話し合いながら、より

一歩、一歩ずつではありますけれども、進んだ対応を行うために、本年度は週に２回、昨年までは 

１回だったわけですけれども、週２回、地元の小学校での体験を行っております。 

さらに、今年度この体制を押し進めていくために、充実させていくために、特別支援教育について

大変専門性の高い校長先生をこの学校に配置をするなどの対応を進めております。現在、学校で

は、周囲の子どもたちとの温かな結び付き、交流が着実に育まれている。健常児のお子さんにとっ

ても、大変いい学びになっているというふうに伺っております。 

学校のほうも子どもを見守りながら、子どもに必要な体験の機会を用意するため、例えばコロナの

休校期間明けには、感染症に配慮してリモートでそのお子さんと教室をつなげるなど、インクルー

シブ教育を行う技術を高める努力も重ねております。今後も重度の障害があるお子さんが必要とす

る教育を提供するための体制づくりや安心して生活できる学校環境整備について、できるだけ  

お子さんや保護者の願いに添えるよう、子どもにも学校にも無理のないやり方を一緒に考えていき

たいと考えております。 

 

◆ＮＨＫ 

保護者の方とご本人、お子さんの願いは、あくまで松野小学校に入学したい、転校したい、静岡市

の小学生として松野小に通いたいというもので、一貫して何年も交渉が続いているわけですけれど

も、それに向けて次年度こそはと。まだ今年度就学相談も行われていないと聞いておりますが、  

これを進めたいというお気持ちはおありなんでしょうか。 
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◆市長 

もちろんあります。これは、記者の問題提起から始まって、前向きに教育委員会が頑張って取り組

んでいることでありますので、市長部局としてもこれを下支えしていきたいと思います。その現状に

ついては、今日教育委員会から甲局次長が来ておりますので、お答えをさせていただきます。 

 

◆教育局次長 

教育局次長の甲でございます。どうもいつもお世話になっております。お尋ねのお子さんのお話、

個別のお子さんのお話になりますので、たくさん具体的にお話しすると、ちょっとその子のプライバ

シーもありますので、少し概括的なお話になっておりますけれども、先ほど市長から申し上げたとお

りでありますけれども、保護者とご本人さんの願いとしては、就学、学籍を置くことを強く願って   

いらっしゃるということは承知しております。 

一方で、もともと私ども学校として、十分な体制を持っていないところもございますので、一定の人

的な能力がある人間を配置することでありますとか、また施設の状況もまったくそういったものに  

対応できるような施設ではもともとなかったところもありますので、そういった準備を進めていくことな

どが必要となっております。そうでなければ、その子は看護師さんたちいれば、安全に通えるという

状況ではないような状況だというふうに承知しております。そういったものに向けて、一つずつ対応

を準備していくというのが現状の状況かなと思っております。 

特に今、少し市長のほうからもご説明差し上げましたけれども、今回そういったお子さんは今、体験

を重ねていくという形で学校には通っていただいているわけですけれども、そのために校長に関し

ては特別支援教育について十分な能力がある職員を配置するなど、体制を少しずつ充実させて

いるところだということをご理解いただきたいと思っております。以上です。 

 

◆ＮＨＫ 

分かりました。また成り行きに注目しております。ありがとうございました。 

 

◆司会 

その他いかがでしょうか。先に朝日テレビさん、どうぞ。 

 

◆静岡朝日テレビ 

静岡朝日テレビです。先日、ＮＨＫの記者の方に対する発言がパワハラ発言ではないかとされる問

題について、記者会見の場で田辺市長から、人生の先輩としてのアドバイスめいたことを言ったと

いう発言があったかと思います。番組でも取り上げたところ、多くの市民ですとか、県民の方からも

疑問の声が上がりまして、発言自体は市長認めていらっしゃる、その発言を見れば、人生の先輩の

アドバイスというよりは、やはり強い立場から弱い立場に対するパワーハラスメントの発言なのでは

ないかという多くの声をいただきました。また、川勝知事も定例の会見で、例えば、報道というのは
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基本的に行政を批判する、チェックするという意味合いもあると思いますが、県民ないし市民の立

場から、そういう役割を持っているわけであると。 

ですから、そこにパワーハラスメントというふうに言われるようなことはしていけないというのは、「イロ

ハ」ではないかと思いますというような、田辺市長の報道記者との関係性に対する苦言を呈してい

るというような発言もございました。こうした市民、県民からの疑問というか指摘、そして川勝県知事

のこうした苦言についてどのような受け止めをされますか。そこをお聞かせください。 

 

◆市長 

市長と記者は対等の関係であります。私たちに都合の悪いものを抑え込もうという意図はまったくな

かったということは、先日もお話をしたとおりであります。しかしながら、結果的に記者さんを傷つけ

てしまったんだったら、それは私の表現方法の力不足だったということを認め、謝罪、撤回をしたと

ころであります。ご理解をいただきたいと思います。 

 

◆静岡朝日テレビ 

では、これはパワハラ発言ではないと。あくまでもパワハラは認められないというようなことであります

でしょうか。そうしますと、ちょっとお伺いしたいんですけれども、あらためて田辺市長にお伺いした

いのは、報道と行政の関係ということについて、どのように考えていらっしゃるか。例えば、受け取り

方というか、いろいろな方がこれはやっぱりパワーハラスメント発言だというふうに受け止めている 

事実はあるわけですよね。そういった中で、ひとつ報道機関というのは行政のチェック機能も持つと。

あるいは、市民、県民の代表としての役割という一面もあるかと思います。この民主主義の根幹を

阻害すると見られかねないご発言だったと思いますけれども、そうした発言を自分がしてしまった 

ことについて、あるいは報道と行政との基本的な関係というのはどんなふうに考えているのか、改め

て説明してもらえますでしょうか。 

 

◆市長 

民主主義を阻害するようなことを申し上げたつもりは毛頭ないのは、先ほど申し上げたとおりであり

ます。私も学生時代は記者志望でありました。ジャーナリストに憧れておりました。そういう中で、 

行政のチェック機能をジャーナリズムが持っているというのはしごく当然のことであります。 

そういう意味では、この記者会見も真剣勝負でありますので、きちっと誠実に私はそれぞれの記者

の質問に対してお答えをしていくつもりであります。ご理解いただきたいと思います。 

 

◆静岡朝日テレビ 

先日の会見でも、途中で市の幹部の方が、個々のお話のことでありますので、この場でこういう  

質問をするのはいかがなものでしょうかというような発言もありましたが、市長の執務室であるという

ところですとか、これは公人として、やっぱり報道機関の人間とやり取りをしているということで、それ

は個別の案件ではないのではないのかと。公人としての発言ではないかということで、当該の記者
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の方も質問をされたかと思いますけれども、これはあくまでも田辺市長は公、公人として、このような

発言をしてしまった、おわびして撤回をする、そして謝罪をするということなんでしょうか。そこは、密

室の中で２人だけの関係で行ったことだという認識なのか、そこだけちょっとお伺いしたいです。 

 

◆市長 

その観点からも、私は謝罪、撤回をしたわけでありますし、前回そのことについて、この定例記者会

見は記者クラブと共催であったにも関わらず、そのことを鑑みず、ああいう形で広報課のほうが 割

って入ったということについては、今後の教訓として共催のあり方としての記者会見、検討していき

たいと思っております。 

 

◆静岡朝日テレビ 

分かりました。ありがとうございます。 

 

◆司会 

その他いかがでしょうか。ＳＢＳさん、どうぞ。 

 

◆ＳＢＳ 

ＳＢＳです。すみません、重複してしまったら、申し訳ないですけれども、さっきの反対の理由、清水

庁舎反対の理由についてなんですけれども、住民投票にはなじまないというコメントが気になった

もので、どういった具合がなじまないのか、もし今の思いでちょっと伺えれば、教えていただきたい

んですけど。 

 

◆市長 

これは、先ほども申し上げたとおりであります。補完的な制度でありますので、やはり十分な情報量

の下で住民の代表たる市議会の議論を尊重したいという趣旨であります。 

 

◆ＳＢＳ 

あともう一つだけ、すみません、県内でコロナかなり発生していて、浜松市などクラスターもあります。

静岡市でも今後ある可能性も、もちろんあると思うんですけれども、今後の対策とか対応について、

今、思っていることがあれば、ぜひ教えてください。 

 

◆市長 

とにかく静岡市でクラスターが発生をするかもしれないという危機感を持って、私たちは感染拡大

防止対策をしていかなければいけないし、冒頭、私が今日、注意喚起をしたのもそういう趣旨であ

ります。今までのところ飲食業をはじめとしたサービス業の皆さんにも感染対策をしっかりしていた

だいて、静岡市これだけの人口規模を持つ政令指定都市にもかかわらず、クラスターを発生させて
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こなかったということは本当にそれぞれの立場の事業者の皆さん、市民の皆さんのおかげだという

ふうに本当にお礼を申し上げたいと思っております。 

しかし、これからもそのことについては万全の態勢を取っていかなければいけませんので、事業者

が、その取り組みをしている飲食店についてはステッカーを貼って安心安全だというアピールをし

たいということですので、私たちはそれをバックアップしていきたいというふうに思っております。 

東京は、昨日も大変な数の感染者が報告されておりますが、感染拡大防止と社会経済活動の  

再開というそのバランスのかじ取りをどう取るかというのも私たち行政が揺るぎなく見定めていかなけ

ればいけない一番大事なポイントであります。そういう中のこの二つの両立し難いテーマを何とかか

じ取りをしていきたいというふうに思っております。 

 

◆ＳＢＳ 

最後に、ちょっと危機感とかはありますか。 

 

◆市長 

もちろん。 

 

◆ＳＢＳ 

具体的にどんなふうに、ちょっと毎日発生する中で会見もありますし、やはり皆さんもたぶんそこの

あたりは… 

 

◆市長 

危機感があるがゆえに、県との連携の中で軽症者向けの待機施設、療養施設というもので静岡市

内用意をしておりますし、あるいはＰＣＲセンター、ニーズに応じて対応できるような拡充を図ってお

ります。感染防止対策に対する危機感あります。それと共に、昨日、アメリカのＧＤＰが４月から６月

期 30％以上の落ち込みがあったということでありますけれども、本当に事業者の皆さん、悲鳴を上

げております。それに対する危機感もあります。東京のほうでも、東京はああいう状態ですので、 

休業要請ということをせざるを得ないかもしれませんけれども、それによって、随分厳しい経営状況

に追い込まれてしまうという事業者もあろうかと思います。静岡市内も同じであります。そこの危機感

もございます。その二つの危機感をどうかじ取りをしていくかということについて、私たちは深く、深く

議論をしながら、あるいはさまざまな機関と連携をしながら、取り組んでいきたいと思っています。 

 

◆ＳＢＳ 

ありがとうございます。 

 

◆司会 

その他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 



12 

 

それでは、以上で本日の定例記者会見を終了させていただきます。次回は、８月１９日水曜日、 

午前１１時からとなりますので、よろしくお願いをいたします。本日は、ありがとうございました。 


